
 

 

今年度の読み聞かせ 終了 ！ 

   

コロナ禍での教育活動の充実を目指し、今年度も読み聞か

せを実施しました。感染拡大防止のため、各教室で読み聞か

せを行うのではなく、校長室からリモートで各教室に映像と

音声を流す方法で行いました。 

読み聞かせを行ってくださったのは、「斉藤さん」と  

「武内さん」のお二人です。今年度は９回の読み聞かせを実

施しました。２月１６日（水）に行った最後の読み聞かせで

は、モニター越しでしたが、子どもたちは感謝の気持ちを込

めて手を振ってお別れをしました。 

コロナ感染拡大防止のために、子どもたちの活動は大きく制限されています。そんなとき

だからこそ、これまで行ってきた「読み聞かせ」を実施するために方法を工夫しました。 

本に親しむ活動（読み聞かせや読書）に家族の皆さんで取り組むのはいかがでしょうか。

「本は心の栄養」とよく言われます。コロナ禍で活動が制限される中だからこそ、読書等を

通して心を豊かにしていくよい機会だと思います。 

 

コロナにまけないぞ ！ 

コロナにまけない八日市場小学校の子どもたち。そんな子どもたちのすてきな姿を２つ 

紹介します。私は、子どもたちのすてきな姿にふれて元気いっぱいになります。保護者の  

皆さんも元気いっぱいになっていただければと思います。 

 

笑顔いっぱいの子ども １ 

笑顔いっぱいの子ども ２ 
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※ＨＰには、かけはしカラー版を掲載中です 

読み聞かせをしている方が街を歩いていたとき、八日市場小学校の子どもが「読

み聞かせの先生、いつもありがとうございます。」と話しかけてくれたそうです。

その言葉に読み聞かせの先生はとってもうれしくなったということです。「八日市

場小学校の子どもたちは、いいお子さんですね。」ともおっしゃってくださいまし

た。私も鼻高々です。 

先日、私が昼休みに正門付近を歩いていたときのことです。２年生の子ども数名

が「校長先生、どこに行くの？」と聞いてきました。私は幼稚園に行くと伝えると、

「行ってらっしゃい」と声をかけて見送ってくれました。私はうれしくなり「行っ

てくるよ」と大きく手を振って応えました。家庭でも「ただいま」「お帰り」「行

ってらっしゃい」などの声かけが日常的にできているのではないかと思いました。

家庭での声かけの大切さを改めて感じました。 
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